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1.研究の概要

食糧生産に関する研究分野において，最も重要な点は自然生態系の維持管理を I~ りながら，そ

の生産性を高めていくことである O 全体の生産性の向上を指向した場合，従来の単位操作に中心

を置いた他別の機器や装置の開発研究だけでは不十分である O したがって，食糧・資源工学への

アプローチにおいては食糧生産システムの適合性，接点に着自しながら研究を推進させることに

し，その第一歩としてバイオマスの生産利用・システム及びそのポテンシャリティの推定手法の

確立を検討した。

研究のポイントはバイオマスを利用した再生可能エネルギーの農業への編入と利用を目途し，

とくに微生物を利用する廃棄物処理システムの農業への利用方法について儲別技術の確立や現象

の解明を図るとともに，生産システムへの適応性を検討するソフトなエンジニヤリングの佐立を

意関した。さらに農業分野への新しい技術の導入に対する評価手法の確立及びこれに関連した潜

在的な資源の紙存量や利用可能量の推計及びその管理手法の線立などが必要となってきた。これ

らについては，バイオマスに関する研究の発展としてとらえ， とくに発展途上国の農業Ij再発，食

糧資源開発の有効な手法となるものと期待して今後も検討することを考えている O

( 1 )農産物の乾燥・貯蔵に関する研究

農産物の乾燥理論を中心にした乾燥機構の解明及び貯蔵容器に関する理論上の検討を行ない，

さらに実用上の開題を農産物が生体である特殊性を考癒して検討した。

( 2 )バイオマスエネルギーの利用に関する研究

特に農業残誼廃棄物に問題点を絞り，世界に先がけて 2相式メタン発酵システムの開発に成功

したD これは農林水産省のエネルギー特別研究 (GEP)及びバイオマス特別研究 (BCP)の助成

を受けて実施したものである。また文部省科学研究費特定研究(生物エネルギー)の助成を得て，

2相式メタン発酵に関わる基礎研究も実施した。これらの研究は非産油国で、ある発展途上層への

貢献度が高いこと，及ぴ、以下の資源管理問題にリンクする重要な研究課題である O

( 3 )食糧・資源、工学における資源管理問題

食糧・資源工学はハードとソフトを包含する農業生産システムの形成手法の開発を呂的とした

ソフトなエンジニヤリングを E途している O 現在，手法擁立に重点を撞いた研究と農業生産地域

への応用を検討する研究の 2本立てで研究の推進を図っている O
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